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Ｉ緒 言

平成１２年９月１３日に文部省より出された「スポーツ

振興塞本計画」において，生涯スポーツ社会の実現が

唱われているように，今や生涯にわたるスポーツの実

施は，人々の健康で豊かな生活を実現する上で極めて

重要なものであるという認識が定論してきた．「国民

の誰もが，それぞれの体力や年齢，技術，興味・目的

に応じて，いつでも，どこでも，いつまでもスポーツ

に親しむことができる生涯スポーツ社会を実現する」

という政策目標が設定され，「できるかぎり早期に，

成人の週１回以上のスポーツ実施率が２人に１人

（50％)となること」が目指されているのである帥．

このような生涯スポーツ社会の実現のためには，ス

ポーツ施設や指導者，スポーツ組織など，スポーツの

実施に関わる環境を整えることも必要となるが，それ

にも増して，子どもの頃からスポーツに親しみ，ス

ポーツの良さを体感することにより，継続的にスポー

ツを実施したいという内的な欲求を創出することが必

要となろう．

小学生を主なメンバーとしているスポーツ少年団へ

の登録研員数は少子化の影響もあり減少傾向にあり，

中学校の運動部の登録率も大半の種目で減少傾向にあ

ることが指摘きれている‘I．さらに，その活動の状況

については，おとなの符理のもとで勝利追求を主な目
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的とする活動となる傾向がみうけられ，スポーツ障

害，バーンアウト，ドロップアウトなど，子どもの体

と心にひずみを生じさせている')烏'３｣9)'｡'，これらの問

題状況は子どもの継続的なスポーツの実施を阻害する

ことになっている．

著者はこれまで，小学生を研究対象として子どもの

スポーツの実情について調森研究を行ってきたが2'３１

１１，次の段階として，中学生のスポーツ実施の状況

や，小学校から中学校への進学を契機に，運動部等の

スポーツクラブへの加入に対して，子どもたちがどの

ような選択を行っているのかという，小学校から中学

校への継続という観点からの研究が必要になると思わ

れる．

中学生のスポーツクラブへの加入や離脱の状況，さ

らに，スポーツクラブの活動の実態について把握する

ことは，中学校期というライフステージにおけるス

ポーツ実施の実情把握としても意味のあることであ

る．

そこで，本研究では，中学生のスポーツクラブへの

加入状況やスポーツクラプでの活動状況を明らかにす

ること，さらに，中学校期のスポーツクラブへの加入

状況と小学校期のスポーツ実施との関係について検討

することを目的とした．

Ⅱ方法

1．調査対象
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関係を示したものが表２である．Ａ群では男子が

65.1％を占め，Ｂ群，Ｃ群に比べて男子の比率が高

くなっている．これに対して，女子の比率はＣ群で

76.5％，Ｂ群でも59.6％を占めており，Ａ群の

34.9％を大きく上回っている．

中学校期にスポーツクラプへ加入している者は女

子より男子が多く，非加入の者では女子が多くなっ

ている．スポーツクラプを離脱した者においても男

子より女子が多くなっている．中学校期のスポーツ

クラプへの加入については，男子の方が械極的であ

り，女子は加入しない者が多い傾向にあり，加兇Ｌ

ても離脱してしまう者が多い傾向にあるといえよ

う．

愛媛県松山市の中学１年生，1,038名を調査対象

とした．

2．調査方法

質問紙による配票調査を実施した．有効回収数は

７８５，有効回収率は75.6％であった．

3．調査時期

2001年１０月下旬から１１月上旬にかけて調査を実施

した．

４．分析の視点

中学校期のスポーツクラプへの加入・離脱の状況

は表１のとおりである．スポーツクラプへの加入者

は554名（70.6％)，一度加入したが離脱した者は５２

名（6.6％)，加入したことがない者は179名

（22.8％)であった．離脱については，入学から約

半年が経過した時点での離脱状況ということにな

る．この時期は，スポーツクラブに加入し，ある程

度活動した結果として，クラブ加入の継続や離脱の

選択がある程度落ち着く時期であると思われる．こ

の時期以後にも離脱は起こってくるが，今回は，こ

の時点での離脱についてのみ扱うことになる．

以下では，スポーツクラブへの加入者をＡ群，一

度加入したが離脱した者をＢ群，加入したことがな

い者をＣ群として分析を進める．

中学校期のスポーツクラブへの加入についてはＡ

群，Ｂ群，Ｃ群を比較しながら分析を行う．中学校

期の活動状況については，Ａ群とＢ群を比較しなが

らスポーツクラブからの離脱の要因の検討を含めな

がら活動の実態を明らかにする．さらに，中学校で

のスポーツクラブへの加入状況と小学校期のスポー

ツ実施状況との関係については，Ａ群，Ｂ群，Ｃ群

を比較しながら分析を行う．

表２性別

p<0.001

ｐ<0.001

（Ｘ2検定による）

(2)スポーツ意識

運動やスポーツをすることについて好きかどうか

尋ねた結果は表３の通りである．Ａ群ではＢ群，Ｃ

群に比較して「好き」であると回答した者が極めて

多く，７割近くを占めている．これに対して，「ど

ちらかといえば嫌い｣，あるいは「嫌い」と回答し

た者はＢ群やＣ群で多くなっている．スポーツクラ

プへの加入者は運動やスポーツをすることが好きだ

から加入したという様子がうかがえる．他方，離脱

者では運動やスポーツをすることが「どちらかとい

えば嫌い｣，あるいは「嫌い」と回答した者が

25.0％おり，運動やスポーツをすることが好きでも

ないのに何らかの理由により加入したが，やはりや

めてしまったという者がかなりいることがわかる．

スポーツの継続的な実施にはスポーツが好きで(亮)る

という，スポーツに対する基本的な感情が関係して

いることがうかがえる．

表１加入状況

表３運動やスポーツに対する意識

Ⅲ結果と考察

１．スポーツクラブへの加入

(1)性別

中学でのスポーツクラブへの加入状況と性別との

噸７７－２願 Ａ Ｂ Ｃ 合計

好き

どちらかといえば好き

どちらかといえば嫌い

嫌い

68.1

24.4

６．１

１．４

30.8

４４．２

11.5

13.5

20.1

41.9

19.0

19.0

54.7

29.7

９．４

６．２

項 目 実数 ％

加入

雛脱

非加入

554

5２

１７９

70,6

6.6

22.8

城７－２剛 Ａ Ｂ Ｃ 合計

男
女

65.1

34.9

40.4

59.6

23.5

76.5

53.9

46.1
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スポーツをするうえで何が大切だと思うかという

質問に対する回答は表４のようになった．全体的に

みると，「一生懸命やること」や「楽しくやるこ

と」をあげる者が多くなっている．各群を比較する

と，Ａ群ではＢ群やＣ群に比べて「勝つこと」が大

切だとする者が多くなっている．これに対して，

「楽しくやること」が大切だとする者は，Ａ群より

Ｂ群やＣ群の方が多くなっている．このことから，

スポーツクラブへの加入者は離脱者や非加入者よ

り，スポーツを実施する際に勝利の追求を重視する

傾向にあり，離脱者や非加入者は加入者よりスポー

ツ実施の楽しさを重視する傾向が強いことがうかが

える．

表５加入のきっかけ (％）

p<0.001

p<0.01

(2)活動日数

加入しているスポーツクラプの活動日数について

まとめると表６のようになる．全体では，ほぼ９割

の者が週に５日以上活動しており，そのうちの約半

数の者は毎日活動しているという状況である．ス

ポーツクラプに加入している中学生にとって，ス

ポーツクラブでの活動は生活における主要側面の一

つとして位置づいていることがわかる．

Ａ群とＢ群の比較では，両群にほとんど差はみら

れない．加入者が活動しているスポーツクラブと離

脱者が加入していたスポーツクラプの活動日数には

違いがないということがわかる．

表４大切なこと

中学生のスポーックラプへの加入に関する研究ク

、.ｓ、

２．スポーツクラブの活動状況

以下では，中学校期にスポーツクラブの活動経験の

あるＡ群およびＢ群に限定して，その活動状況につい

て検討する．

(1)加入のきっかけ

スポーツクラブへの加入のきっかけについてまと

めたものが表５である．全体としては，自分がやり

たくて加入したという者が多い．これに次いで，友

達にさそわれた，親にすすめられたという順になっ

ている．両群を比較すると，Ａ群ではＢ群に比べて

自分がやりたくて加入したという者が多く，友達に

さそわれたり，親にすすめられたので加入したとい

う者は少ない．このように，スポーツクラプへ加入

して継続的に活動を実施している者では自分の意志

により加入を決定した者が多く，離脱者では他者の

誘いや他者のすすめで加入を決定した者が多くなっ

ている．．

表６活動日数 (％）

(3)練習時間

スポーツクラプにおける平日の練習時間は表７の

通りである．全体としては，２時間未満のところが

最も多く57.2％を占めている．次いで，２時間以上

３時間未満のところが32.7％となっている．平日は

放課後の限られた時間に活動することになるので，

２時間未満のところが多くなっているものと思われ

る．

Ａ群とＢ群を比較すると，Ａ群では２時間未満の

者が59.8％を占めて最も多くなっているのに対し

て，Ｂ群では２時間以上３時間未満の者が49.0％を

占めて最も多くなっている．スポーツクラプを離脱

した者では継続して活動を実施している者に比べ

て，平日の練習時間が長くなっており，練習による

時間的負担や，それに伴う身体的負担等が大きかっ

噸目~－竺璽 Ａ Ｂ 合計

週に１～４日

週に５～６日

毎日

その他

５．６

４５．３

４４．２

４．９

8.0

38.0

44.0

10.0

５．８

４４．７

４４．２

５．３

皿 同一芝型 Ａ Ｂ 合計

自分がやりたかった

友達にさそわれた

親にすすめられた

先生や指導者にすすめられた

その他

９
４
４
３
０

●
●
Ｃ
●
■

３
３
７
１
４

７
１
０
０
０
０
０

●
■
●
●
●

０
０
２
２
６

５
３
１

９
８
８
３
２

●
●
●
●
●

１
４
７
１
４

７
１

蝋荷－２潮 Ａ Ｂ Ｃ 合計

勝つこと

一生懸命やること

楽しくやること

考えたことがない

18.2

44.5

30.3

７．０

1.9

34.6

48.1

15.4

4.5

28.5

52.5

14.5

14.0

40.1

36-6

９．３
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勝つ」ことを目標にしている者が多くなっている．

他方，Ｂ群ではＡ群に比べて「健康や体力をつけ

る」ことや「みんなとなかよく活動する」ことを目

標にしている者が多くなっている．このようにス

ポーツクラプで継続的に活動している者は，技術を

身につけ試合で勝つという，勝利追求の考えをもつ

者が多く，離脱者では健康や体力の増進やみんなと

なかよく活動することなどを目標とし，勝利追求の

姿勢は弱い．

たことが想像される．

表７練習時間 (％）

(6)指導者の目標

加入しているスポーツクラプの指導者は，どのよ

うなことを一番の目標にして指導をしていると思う

かという質問に対して，表１０のような回答を得た．

全体としてみると，「大会や試合で勝たせる」こと

を目標にしていると思う者が26.5％を占めて最も多

くなっている．これに次いで，これとほぼ同じ程度

となる25.0％の者が「いろいろな技術を身につけさ

せる」ことを目標にしていると思うと答えている．

子どもたちが日頃の活動の中で感じている指導者の

指導目標は，大会や試合で勝たせるということであ

り，また，大会や試合での勝利につながっていく，

いろいろな技術を身につけさせることであるという

認識をもっているといえよう．

Ａ群では，ここにみられる指導者の勝利・技術追

求の目標と，先述した子どもの活動参加の目標，す

なわち，いろいろな技術を身につけ，選手になると

いう目標の間に，志向のうえでの大きなずれはない

ように思われる．しかし，Ｂ群では，子どもの活動

参加の目標において多くの者があげている，健康や

体力をつけることやみんなとなかよく活動すること

は，指導者の目標としてはほとんどあげられておら

ず，子どもの目標と子どもが感じている指導者の目

標との間に大きなずれがあるといえよう．

p<0.001

表９参加の目標
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(4)技能レベル

加入しているスポーツクラブにおいて，同学年の

クラブ員と比較したとき，自分の技能レベルがどの

程度であるか尋ねると，表８のようになった．

同学年のクラブ員の中で，技能レベルが上位とな

る「うまい方｣，あるいは「どちらかといえばうま

い方」と回答した者は，Ａ群では約半数の47.6％で

あるのに対して，Ｂ群では12.2％にとどまってい

る．他方，技能レベルが下位となる「どちらかとい

えばへたな方｣，あるいは「へたな方」と回答した

者はＢ群で87.8％に及んでおり，Ｂ群ではＡ群に比

べて技能レベルの低い者が多くなっている．離脱者

に技能レベルの低い者が多いことから考えて，クラ

ブを離脱する要因に本人の技能レベルの低さが関係

しているように思われる．

p<0.001

表８技能レベル (％）

(5)活動参加の目標

どのような目標をもってスポーツクラプの活動に

参加しているか尋ねると表９のような結果となっ

た．全体では，「いろいろな技術を身につける」こ

とを目標にしている者が最も多く36.7％，これに次

いで，「選手（レギュラー）になる」ことをあげた

者が32.6％となっている．いろいろな技術を身につ

け，選手になり，活躍したいという子どもの思いが

よく表れているといえよう．

Ａ群，Ｂ群を比較すると，Ａ群ではＢ群より「い

ろいろな技術を身につける」ことや「大会や試合で

Ａ Ｂ 合計

うまい方

どちらかといえばうまい方

どちらかといえばへたな方

へたな方

13.7

33.9

38.2

14.2

６．１

6.1

49.0

38.8

13.0

31.6

39.2

16.2

Ａ Ｂ 合計

2時間未満

２時間以上３時間未満

３時間以上

活動がない

59.8

31.3

８．２

０．７

28.6

49.0

16.3

，６．１

57.2

32.7

８．９

1.2

Ａ Ｂ 合計

いろいろな技術を身につける

選手(レギュラー）になる

健康や体力をつける

スポーツを楽しむ

みんなとなかよく活動する

大会や試合で勝つ

精神をきたえる

礼儀やマナーを身につける

３
８
９
５
０
２
７
７

●
”
●
。
、
●
、
●
●

８
２
９
４
１
１
９
４

３
３
２
２
２
２

８
２
８
１
１
３
２
３

●
■
●
●
■
串
●
●

８
９
３
７
７
８
４
６

１
２
４
２
２

７
６
０
７
５
１
２
９

●
■
■
●
●
●
●
●

６
２
１
４
１
０
９
４

３
３
３
２
２
２
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スポーツクラブへの継続的な加入者は，大会や試

合での勝利を目指したり，いろいろな技術を身につ

けさせることを目標とした指導者のもとで，いろい

ろな技術を身につけ，選手になり，大会や試合で勝

つことなどを目標として活動している傾向が強く，

スポーツクラプからの離脱者は，継続者と同様な勝

利志向をもった指導者の下で，指導者の目標とは異

なる，みんなとなかよく活動することやスポーツを

楽しむことを目標として活動していた者が多かった

といえよう．

と思うことが「特にない」という者がかなり多く

なっており，離脱者ではスポーツクラブに加入して

みたものの，これといった良さを感じることができ

ずにやめてしまった者が少なからずいたということ

であろう．

ＭＡ（％）表1１よかったこと

(7)加入してよかったこと

スポーツクラブに加入してよかったと思うことに

ついてまとめると表1lのようになる．全体では，

「友達ができた」ことをあげる者が多く，50.9％を

占めている．他の項目に比べて，この項目をよかっ

たこととしてあげる者が多く，子どもたちの交友関

係の形成にスポーツクラブの活動が寄与しているこ

とがわかる．これに次いで，「体が丈夫になった」

こと，「スポーツがうまくなった」ことをあげる者

が多い．

Ａ群，Ｂ群を比較すると，ほとんどの項目におい

て，よかったと思う者の割合はＢ群よりＡ群の方が

高くなっている．特徴的なのは，「試合で勝てた」

ことをよかったこととしてあげた者がＡ群では

１０．０％いるのに対して，Ｂ群では一人もいないとい

うことである．調査対象が１年生であるということ

もあり，試合への出場機会に恵まれない者が多かっ

たということ，あるいは，試合が行われるシーズン

前に離脱したことなどが，その原因として考えられ

るが，いずれにしろ，前述したように，Ｂ群の方が

同学年のクラブ員の中で技術レベルが低いというこ

とが関係しているものと思われる．

また，Ｂ群ではＡ群に比べて，加入してよかった

表１０指導者の目標 (％）

(8)加入してよくなかったこと

スポーツクラプに加入してよくなかったと思うこ

とについて示したものが表１２である．「友達と遊べ

ない」ことをあげる者が最も多く，35.9％を占めて

いる．次に，「練習や試合で疲れる」ことをあげる

者が23.7％，「クラブ内の人間関係で苦労する」こ

とをあげる者が17.2％となっている．遊びを含め

た，生活の諸側面における時間的余裕の消失に関係

した事柄や，練習や試合など，活動の実施にともな

う疲労に関すること，クラブ内の人間関係など，さ

まざまな事柄がよくなかったこととしてあげられて

いる．

両群を比較すると，Ｂ群ではＡ群に比べて「練習

や試合で疲れる」ことをあげる者や「クラブ内の人

間関係で苦労する」ことや「ストレスがたまる」こ

とをあげる者が多くなっている．離脱者では，活動

による疲労に加えて，人間関係を含めたさまざまな

ストレスの蓄積を指摘する者が多く，彼らにとって

スポーツクラブが居心地のよい場ではなかったこと

がうかがえる．これに対してＡ群では，スポーツク

ラブでの活動を肯定的に捉えているためか，よくな

かったと思うことが「特にない」とする者が多く

なっている．

p<0.05

項u--型 Ａ Ｂ 合計

大会や試合で勝たせる

いろいろな技術を身につけさせる

礼儀やマナーを身につけさせる

精神的に成長させる

スポーツの楽しさを味わわせる

健康や体力をつけさせる

みんなでなかよく活動させる

その他

５
２
５
９
２
８
８
１

●
●
⑧
●
③
ウ
●
■

６
５
９
０
６
６
２
２

２
２
１
１

５
４
２
３
３
１
０
２

■
●
■
母
■
■
■
■

６
２
８
４
６
４
０
８

２
２
１
１

５
０
６
２
１
５
６
５

■
●
弓
■
■
■
■
■

６
５
８
１
７
６
２
２

２
２
１
１

Ａ Ｂ 合計

友達ができた

体が丈夫になった

スポーツがうまくなった

精神的に成長した

礼儀正しくなった

有意義な時間が過ごせた

試合で勝てた

ストレスの解消になった

その他

特にない

２
７
４
４
２
９
０
９
４

③
白
●
■
●
●
●
Ｃ
●

２
２
２
８
２
０
０
４
２

５
３
３
１
１
１
１

4.7

７
４
３
１
２
２
０
１
０

●
③
。
申
、
●
●
Ｃ
ｅ

６
２
６
６
０
８
０
６
０

３
２
１
１

36.7

９
９
１
４
０
７
２
０
２

●
句
●
■
由
●
●
●
●

０
１
１
７
２
０
９
５
２

５
３
３
１
１
１

7.3
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(9)離脱の理由

中学入学後，スポーツクラプに加入したが，途中

で離脱し，現在は加入していない者を対象に，その

離脱の理由について尋ねたところ，表１３のような結

果となった．最も多いのは，「練習についていけな

かったから」という理由であり，43.9％を占めてい

る．これに次いで，「あまりおもしろくなかったか

ら」という理由，さらに「他の部員・メンバーとう

まくやれなかったから」という理由が多くなってい

る．これらに加え，「指導者とうまくやれなかった

から」という理由，「練習や試合で疲れるから」と

いう理由，「友達と遊べなくなったから」という理

・由などが多くなっている．

これらのことから，離脱者は，既述したように技

術レベルが低い傾向にあることとも関係して，技術

的に，あるいは，身体的にも練習についていけな

かったり，疲れてしまって，スポーツクラプをやめ

ることになってしまった，ということが推測され

る．さらに，技術レベルが低く，練習にもついてい

けないから活動におもしろきを感じることもできな

い．活動におもしろさ，楽しさを見出せないのでや

めてしまう．このような構図が浮かび上がってく

る．さらに，技術の向上や勝利を志向するクラブの

雰囲気の中で，他の部員・メンバーや指導者とうま

くやれないという人間関係における疎外感を味わ

い，クラブをやめてしまうということなどが考えら

れる．

３．小学校期のスポーツ実施状況

以下では，中学校期におけるスポーツクラブへの加

入状況と小学校期のスポーツ実施状況との関係につい

て検討していく．

(1)スポーツ意識

小学校期のスポーツ実施状況について検討するに

先立ち，小学校期における運動やスポーツの実施に

対する意識について考察しておく．

表14は，小学校の頃の，運動やスポーツをするこ

とに対する意識について示したものである．全体で

は過半数の53.3％の者が運動やスポーツをすること

が「好き」だったと答えている．これに「どちらか

といえば好き」だったという者を加えると78.4％に

及び，全体の８割近くの者は運動やスポーツの実施

に対して好意的な感情を抱いていたことになる．

各群を比較すると，Ａ群では「好き」だったとい

う者が多く，63.4％を占めている．Ａ群において

「嫌い」だったという者は4.2％にとどまってい

る．Ｂ群，Ｃ群ではＡ群に比べて「好き」だったと

いう者は少なく，「嫌い」だったという者が多く

なっている．

中学校において，継続的にスポーツクラプに加入

して活動している者は，小学校の頃，運動やスポー

ツをすることが好きだった者が多く，中学校におい

て途中でクラブを離脱した者の中には，小学校の

頃，運動やスポーツをすることが「嫌い」だった者

や「どちらかといえば嫌い」だった者が３割程度い

Ａ Ｂ 合計

友達と遊べない

練習や試合で疲れる

クラブ内の人間関係で苦労する

勉強する時間がなくなる

家族と過ごす時間がなくなる

ストレスがたまる

よくケガをする

学校の成績が下がる

その他

特にない

３
０
３
８
１
４
１
９
６

●
●
●
①
。
■
■
■
合

６
２
５
６
０
７
７
３
０

３
２
１
１
１

28.7

０
０
０
０
０
０
０
０
０

③
■
●
●
●
●
印
■
■

２
２
８
６
０
２
２
６
０

３
４
３
１
２

１２．０

９
７
２
８
１
７
６
１
５

■
由
●
印
■
ａ
ｓ
■
●

５
３
７
５
０
８
６
４
０

３
２
１
１
１

27.3

Ｂ

練習についていけなかったから

あまりおもしろくなかったから

他の部員・メンバーとうまくやれなかったから

勉強に力を入れようと思ったから

練習や試合で疲れるから

指導者(顧問教師･監督など)とうまくやれなかったから

友達と遊べなくなったから

学校の成績が下がったから

けがをしたから

他にやりたいことができたから

友達がやめたから

選手(レギュラー)になれそうになかったから

親にやめるようにいわれたから

その他

９
０
６
０
５
５
５
８
３
３
９
４
４
８

，
●
●
■
巳
。
●
●
●
由
●
①
●
●

３
９
６
２
９
９
９
９
７
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４
２
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９
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３
３
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１
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中学生のスポーツクラプへの加入に関する研究３５

る．小学校の頃，運動やスポーツをすることがあま

り好きではなかったにもかかわらず中学生になって

スポーツクラブに加入し，活動してみたが，やはり

続かなかったという者も少なからずいることがわか

る．中学生になってスポーツクラブへの加入経験の

ない者は，継続的な加入者や離脱者に比べて，小学

校の頃，運動やスポーツをすることが「嫌い」だっ

た者や「どちらかといえば嫌い」だった者が多く

なっている．

表１４運動やスポーツに対する意識（小学校期)(％）

好き

どちらかといえば好き

どちらかといえば嫌い

嫌い

Ａ

63.4

21.3

11.1

４．２

Ｂ

42.3

26.9

13.5

17.3

Ｃ

25.4

36.2

20.9

17.5

合計

53.3

25.1

13.5

８．１

p<0．００１

(2)スポーツクラプへの加入

表１５は，小学校期のスポーツクラプへの加入状況

を示したものである．全体では45.6％の者が加入し

ている．この値は先述した中学校期におけるスポー

ツクラブへの加入が70.6％であったのに比べて低い

値となっている．

中学校期に継続的にスポーツクラブへ加入してい

るＡ群では，小学校期においてもスポーツクラブに

継続的に加入していた者が54.5％を占めて股も多く

なっている．しかし，小学校期にスポーツクラブへ

加入した経験がない者も34.2％を占めており，中学

生になって初めてスポーツクラブに加入する者も多

いことがわかる．

Ａ群とＢ群を比較すると，Ｂ群ではＡ群に比べて

小学校期にスポーツクラプへ加入していた者は少な

く，加入の経験のない者が多い傾向がうかがわれ

る．中学校期のクラブ離脱者では，中学生になって

初めてスポーツクラプに加入したが，結局，やめて

しまったという者が多いことがわかる．中学校期に

スポーツクラブへの加入の経験がないＣ群では，小

学校期においても，スポーツクラプへ加入した経験

がない者が多いという傾向がみられる．

表１５加入状況（小学校期）（％）

加入していた

加入していたが途中でやめた

加入したことはない

Ａ

54.5

11.3

34.2

Ｂ

40.4

13.5

46.1

Ｃ

19.2

16.4

64.4

合計

45.6

12.6

４１．８

p<0.001

(3)活動日数

本項目以下では，中学校期におけるスポーツクラ

プへの加入状況と小学校期のスポーツクラブでの活

動状況との関係について検討する．従って，小学校

期にスポーツクラブへの加入経験がない者について

は，分析の対象となっていない．

表１６は，小学校期に加入していたスポーツクラブ

の活動日数を示している．各群とも，週に３～４日

の活動日数であった者が最も多くなっており，各群

の間に顕著な差はみられない．小学校期のスポーツ

クラブの活動日数は週に３日ないし４日程度を中心

に分布しており，中学校期のスポーツクラプへの加

入と小学校期に加入していたスポーツクラプの活動

日数との間には特に関連は認められなかった．

表１６活動日数（小学校期）（％）

項百一2蝋
週に１日

週に２日

週に３～４日

週に５～６日

毎日

Ａ

14.5

11.7

48.5

15.3

10.0

Ｂ

15.4

15.4

53.9

11.5

３．８

Ｃ

25.9

16.7

31.5

14.8

11.1

合計

15.9

12.5

46.8

15,0

９．８

、.Ｓ、

(4)練習時間

小学校期に加入していたスポーツクラブの平日の

練習時間は表l7のようになる．いずれの群において

も，「２時間以上３時間未満」および「２時間未

満」と回答した者が多く，各群の間に差はほとんど

みられない．中学生になってスポーツクラブへ加入

した者，加入したが離脱した者，加入しなかった者

のいずれにおいても，小学生のときに加入していた

スポーックラプの練習時間はほとんど同じであった

ことがわかる．
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表１７練習時間（小学校期）（％）

2時間未満

2時間以上３時間未満

3時間以上

活動がない

Ａ

39.1

47.4

10.6

2.9

Ｂ

38.5

46.1

７．７

7.7

Ｃ

42.1

42.1

14.0

１．８

合計

39.5

46.6

10.9

3.0

ｎ.ｓ，

(5)活動の楽しさ

小学校期に加入していたスポーツクラブでの活動

の楽しさについて尋ねると，表１８のような結果に

なった．全体的にみると，「とても楽しかった」と

回答する者や「まあ楽しかった」と回答する者が多

く，多くの者が楽しさを感じながら活動に参加して

いたことがわかる．特にＡ群では，「とても楽し

かった」と回答する者が57.0％を占めており，Ｂ群

やＣ群に比べて著しく多い．これに対してＢ群やＣ

群ではＡ群に比べて「あまり楽しくなかった」と回

答する者や「楽しくなかった」と回答する者が多く

なっている．

中学校期において継続してスポーツクラプの活動

を実施している者では，小学生のときにスポーツク

ラプの活動において十分に楽しさを味わったとする

者が多いという結果になった．中学校期においてス

ポーツクラプを離脱した者では，小学生のときにス

ポーツクラプであまり楽しさを感じることができな

かったが，中学生になって，また，スポーツクラプ

に加入し，結局やめてしまったという者も比較的多

い．

先述したように，中学校期のスポーツクラプへの

加入状況と小学校期におけるスポーツクラブの活動

日数や練習時間などの活動状況との間には，特に関

連はみられなかったが，ここにみられるように，中

学校期におけるスポーツクラプでの継続的な活動の

実施には，小学校期におけるスポーツクラブでの楽

しさの享受経験が関係しているといえよう．

表１８活動の楽しさ（小学校期）（％）

雨－２類
とても楽しかった

まあ楽しかった

あまり楽しくなかった

楽しくなかった

Ａ

57.0

36.0

３．９

３．１

Ｂ

26.9

46.2

23.1

３．８

Ｃ

35.6

44.0

15.3

５．１

合計

52.4

37.6

６．６

３．４

p<0.001

(6)技能レベル

小学校期に加入していたスポーツクラブでの技能

レベルについて示したものが表１９である．Ａ群で

は，「うまい方｣，あるいは「どちらかといえばうま

い方」であったと回答する者がＢ群，Ｃ群に比べて

多く，両者で６割を占めている．これに対して，Ｂ

群およびＣ群では「どちらかといえばへたな方」あ

るいは「へたな方」であったと回答する者が多く，

Ａ群とＢ・Ｃ群では技能レベルに違いがあるように

見受けられる．特にＣ群では，「どちらかといえば

へたな方」および「へたな方」を合わせると63.2％

に及び，Ｂ群に比べても技能レベルが低い傾向にあ

る．

中学校期に継続的にスポーツクラプで活動をして

いる者は，小学校期のスポーツクラプで技能レベル

が高かった者が多く，技能レベルが低かった者は中

学校期にスポーツクラブに加入しなかったり，加入

しても離脱してしまう者が比較的多いといえよう．

表１９技能レベル（小学校期）（％）

うまい方

どちらかといえばうまい方

どちらかといえばへたな方

へたな方

Ａ

21.3

38.7

30.5

９．５

Ｂ

16.0

28.0

36.0

20.0

Ｃ

10.5

26.3

43.9

19.3

合計

19.6

36.4

32.6

１１．４

p<0.05

(7)加入してよかったこと

小学校のときにスポーツクラプに加入してよかっ

たと思うのはどんなことかという質問に対して，表

２０のような回答を得た．各群のいずれにおいても，

殿も多いのは「友達ができた」ことである．中学校

期におけるスポーツクラブへの加入者においても，

加入してよかったと思うこととして友達ができたこ

とをあげる者が多かったことから考えて，スポーツ

クラプへの加入は，子どもの友人関係を築いていく

上で大きな意味をもっているといえるだろう．Ａ群

において二番目にあげられているのは，「スポーツ

がうまくなった」ことである．この「スポーツがう

まくなった」ことをあげた者は，Ａ群では40.2％，

Ｂ群では15.4％，Ｃ群では１１．９％であり，Ａ群がＢ

群，Ｃ群を大きく上回っている．このように，中学

校期における継続者では，小学校のときにスポーツ

がうまくなったことをよかったこととして意識して

いる者が，離脱者や非加入者より多くなっている．

また，「スポーツの楽しさが味わえた」ことをよ
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かつたこととしてあげた者は，Ｂ群では26.9％，Ａ

群では24.0％であるのに対して，Ｃ群では15.3％と

なっており，中学校期におけるスポーツクラブへの

非加入者では，小学校期にスポーツの楽しさを味わ

うことができなかった者が多いことが推察される．

さらに，Ａ群では，加入してよかったと思うこと

が「特にない」という者が5.6％にとどまっている

のに対して，Ｂ群では23.1％，Ｃ群では28.8％にも

及んでいる．中学校期にスポーツクラブに加入しな

かった者や加入してもやめてしまった者では，小学

校期にスポーツクラプに加入していたにもかかわら

ず，そのメリットを感じることができなかった者が

多いことがうかがえる．

離脱者では，小学校のときにスポーツクラブをやめ

たいと思うことが多かったけれども，中学生になっ

て，想いを新たにして，また，スポーツクラプに加

入したが，結局やめてしまったという者がかなりの

数に及んでいることがわかる．

表２１やめたいと思うこと（小学校期）（％）

中学生のスポーツクラプへの加入に関する研究

表2Oよかったこと（小学校期）Ｍ,Ａ・（％） Ⅳ結語

本研究では，中学生のスポーツクラブへの加入状況

や，その活動状況，さらに，中学校期のスポーツクラ

ブへの加入状況と小学校期のスポーツ実施との関係に

ついて検討してきた．その結果の概要は以下のように

なる．

中学校期におけるスポーツクラブへの加入状況をス

ポーツクラブへの加入や離脱，あるいは非加入の状況

がひとまず落ち着く入学後約半年が経過した時点にお

いてみると，加入者は全体の約７割となっており，多

数の者がスポーツクラプに加入して活動していること

が明らかになった．しかし，入学後約半年が経過した

時点において，入学後スポーツクラプに加入したにも

かかわらず，すでに離脱していた者が全体の7％程度

いた．

スポーツクラブへの加入状況については，女子より

男子の方が積極的に加入している．女子は加入しない

者が多く，加入しても離脱する者が多い傾向にある．

運動やスポーツについての意識についてみると，加

入者では運動やスポーツをすることが好きだという者

が多く，運動やスポーツの実施に対する好悪の感情が

クラブ加入に大きな影響を与えている．離脱者では加

入者に比べて運動やスポーツをすることがあまり好き

ではないという者が多く，このことが離脱の要因の一

つになっているものと思われる．

また，スポーツをするうえで大切だと思うこととし

て，加入者では離脱者や非加入者に比べて勝つことを

あげる者が多く，加入者の勝利追求を重視する傾向が

うかがわれた．これに対して離脱者や非加入者では，

楽しくやることが大切であるとする傾向がみられた．

スポーツクラブへの加入の契機としては，離脱者で

は他者の誘いや勧めで加入した者が多く，自分の意志

(8)やめたいと思うこと

小学校のとき，加入していたスポーツクラブをや

めたいと思うことがあったか尋ねると表21のような

結果となった．Ａ群では，やめたいと思ったことが

「よくあった」と回答した者は6.0％にとどまり，

やめたいと思ったことが「なかった」と回答した者

が47.0％を占めている．これに対して，Ｂ群やＣ群

ではＡ群に比べて，やめたいと思ったことが「よく

あった」と回答した者が多く，やめたいと思ったこ

とが「なかった」と回答した者は少なくなってい

る．特にＢ群では，やめたいと思ったことが「よく

あった」と回答した者が40.0％を占めている．中学

校期にスポーツクラプに入り継続して活動している

者では，小学校のときに加入していたスポーツクラ

ブをやめたいと思ったことがある者は少なく，中学

校期のスポーツクラブからの離脱者では，小学校の

ときに加入していたスポーツクラプをやめたいと

思ったことがある者が多いといえよう．中学校期の

頭首－２額 Ａ Ｂ Ｃ 合計

友達ができた

スポーツがうまくなった

体が丈夫になった

スポーツの楽しさが味わえた

試合で勝てた

精神的に成長した

ストレスの解消になった

礼儀正しくなった

その他

特にない

９
２
０
０
３
２
９
６
６

●
Ｃ
■
●
●
ｃ
ｃ
ｓ
Ｃ

３
０
６
４
２
１
３
３
０

４
４
３
２
１
１

5.6

２
４
１
９
４
７
７
０
８

，
Ｇ
Ｂ
●
、
●
＆
①
■

６
５
３
６
５
７
７
０
３

４
１
２
２
１

2３ １

２
９
５
３
１
１
５
４
５

■
●
●
、
●
●
●
●
■

２
１
０
５
５
５
８
３
８

３
１
３
１

2８ ８

４
０
５
０
５
２
７
４
８

ｍ
白
●
■
●
●
●
●
■

２
５
４
３
１
０
４
３
１

４
３
３
２
１
１

９ ７

Ａ Ｂ Ｃ 合計

よくあった

ときどきあった

なかった

6.0

47.0

47.0

40.0

36.0

24.0

24.6

47.3

28.1

10.3

46.5

43.2



3８ 藤原・堺

で加入している者が多い加入者と違いをみせている．

自分の意志で加入を決めることがスポーツクラブへの

継続的な参加につながっているといえよう．

中学校期のスポーツクラプの活動は週５日以上，平

日では２時間前後の練習時間となっている．離脱者で

は加入者に比べて，平日の練習時間が長い傾向にあ

り，練習による時間的負担や，それに伴う身体的負担

も大きかったことが推測される．

技能レベルについてみると，加入者は離脱者より技

能レベルが高く，活動参加の目標においても，加入者

は種々の技術を身につけることを目標にしている者が

多い．さらに，加入者では大会や試合で勝つことを活

動参加の目標にしている者が多い．加入者では，技術

を身につけ試合で勝つという，勝利追求の考えをもつ

者が多く，離脱者では健康や体力の増進やみんなとな

かよく活動することを目標とするなど，勝利追求の姿

勢は弱い．

スボーツクラブへ加入してよかったことでは，友達

ができたことをあげる者が多く，子どもたちの交友関

係の形成にスポーツクラプの活動が寄与していること

が明らかになった．加入者ではスポーツがうまくなっ

たことや試合で勝てたことをよかったこととしてあげ

る者が多く，技能向上や勝利追求の姿勢をうかがうこ

とができる．

スポーツクラプへ加入してよくなかったことについ

ては，離脱者では加入者に比べて，練習や試合で疲れ

るといった，活動による疲労に加え，人間関係を含め

たさまざまなストレスの蓄積を指摘する者が多く，彼

らにとってスポーツクラプがあまり居心地のよい場で

はなかったことがうかがえる．このような事情も彼ら

の離脱に関係しているものと思われる．

小学校期のスポーツ実施状況についてみると，ス

ポーツクラブへの加入者は45.6％であり，中学校期に

おける加入者が70.6％であるのに比べて加入率は低

い．中学校期におけるスポーツクラブへの加入者で

は，小学校の頃，運動やスポーツをすることが好き

で，スポーツクラプに加入していた者が多い．中学校

期における離脱者では，加入者に比べて，小学校の

頃，運動やスポーツをすることが嫌いだった者が多

く，中学生になってスポーツクラプに加入して活動し

てみたが，やはり続かなかったという者が少なからず

いることがわかった．小学校期の運動やスポーツに対

する好悪感が中学校期のスポーツクラプの継続的実施

と関係していることがうかがわれる．

また，中学校期における加入者では小学校のときに

スポーツクラプの活動において十分に楽しさを味わっ

た者が多く，技能レベルも高かった者が多い．小学校

時に技能レベルが低かった者は，中学生になってもス

ポーツクラプに加入しなかったり，加入しても離脱し

てしまう傾向がみられた．

以上のことから考えると，中学校期のスポーツクラ

プは，小学校期，あるいは中学校期における，いわば

スポーツのエリートが活動する場となっている傾向が

みられる．今後は，小学校期にスポーツクラプに加入

したことがない者やスポーツを楽しむことを目的とし

た者も共存できるようなスポーツクラブづくりが求め

られることになろう．
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